
特性の分析
・特性の把握と適切な対応

基礎 プログラム６ 演習３

この演習では、下記の資料を使用します。お手元にご準備ください。

【差込資料②〜⑤】

「行動チェックシート」「特性確認シート」「環境確認シート」「強み（ストレングス）確認シート」

【ワークシート②〜⑦】

「行動チェックシート（氷山演習用）」「氷山モデルシート」「特性確認シート（氷山演習用」

「環境確認シート（氷山演習用）」「氷山モデルシート（グループ用）」

「強み（ストレングス）確認シート（氷山演習用）」



この時間で学ぶこと

【ポイント】

①補助シートを使い氷山モデルシートの使い方を学びま

しょう

   ②行動の背景にある【本人の特性】と【環境・状況】の

相互作用を確認しましょう

・本人が表す行動について、支援者がその行動の背景にある

理由が分からないため、自分なりの解釈をし、その結果

として誤った対応を行ってしまうことがあります。

この時間は、行動の背景について考え、行動が起きている

理由を整理する考え方を学びます。



この時間の流れ

演習①：事例対象者の行動の背景を障害特性や環境から講師
の解説とともに、個人ワークで学びます。

演習②：事例対象者の支援のアイデアを根拠をもとに整理す
る方法を個人・グループワークで学びます。

演習①

40分

演習②

40分

演習の説明

５分

まとめ

５分



氷山って知ってますか？

出典：https://infourok.ru/prezentaciya-na-temuledniki-klass-3791783.html



行動の背景を知るための「氷山モデル」

氷山の一角
=目に見える部分

目に見える部分だけに対応を
しても問題は解決しない。

水面下に大きな塊がある
=目に見えない部分

目に見えない部分を理解して
アプローチすることで、表面
に出ている問題が小さくなる。



課題となっている行動

環境・状況本人の特性

必要なサポート

氷山モデルシート



課題となっている行動

環境・状況本人の特性

必要なサポート

氷山モデルシート

強度行動障害

強度行動障害は特性と
環境のミスマッチから
生じる

本人の障害特性に合わ
せたサポートを考える

特性と環境のミス
マッチが減り、強
度行動障害が改善
していく



氷山モデルシートと
補足シートの関係

行動チェックシート 特性確認シート 環境確認シート 強み確認シート

支援のアイデア



行動チェックシート

特性確認シート 環境確認シート

支援のアイデア

強み確認シート

氷山モデルシートと
補足シートの関係

支援
のアイ
デア

特性
確認シート

強み確認シート

環境確認 シート

行動チェックシート



演習①｜行動の背景を考える

◼ 行動チェックシートと氷山モデルシートを使用します

◼ 特性確認シートと氷山モデルシートを使用します

◼ 環境確認シートと氷山モデルシートを使用します

個人ワーク

5分

演習の説明

20分

演習の説明

10分

個人ワーク

5分



田中さんの公園での水遊び

検討したい行動を見てみましょう



まず「行動チェックシート（氷山演習用）」と
「氷山モデルシート」を使います

課題となっている行動

本人の特性

必要なサポート

行動チェックシート(氷山演習用) 氷山モデルシート

水遊びを止められて自傷をする



田中さんの気になる行動の中から検討する行動を決めます

今回は、この行動について検討して
いくことにします

水遊びを止められて自傷をする



課題となっている行動

環境・状況本人の特性

必要なサポート

氷山モデルを使って田中さんの行動を整理します

水遊びを止められて自傷をする



1. 自分自身の生命あるいは健康に著しい危険を
与える行動 

2. 周囲の人あるいは状況に著しい危険ないし混
乱を与える行動

3. 自分自身の意味ある活動への参加や学習を著
しく妨げる行動 

課題となっている行動

以上３つの条件のうち少なくともひとつに該当する行動
と言われる。

参考文献『発達障害児の問題行動その理解と対応マニュアル』志賀利一



1. 自分自身の生命あるいは健康に著しい危険を与
える行動 

2. 周囲の人あるいは状況に著しい危険ないし混乱
を与える行動

3. 自分自身の意味ある活動への参加や学習を著し
く妨げる行動 

→自傷で田中さんがケガをするかもしれない

→大声を聞いた周囲の人が恐怖を感じるかも
しれない

→支援者も恐怖を感じるかもしれない

→次の活動場所に移れないかもしれない



次に「特性確認シート（氷山演習用）」を使って
本人の特性を整理します

特性確認シート（氷山演習用）

課題となっている行動

環境・状況本人の特性

必要なサポート

水遊びを止められて自傷をする

氷山モデルシート



田中さんが水遊びを止められない理由や
止められて自傷をする理由を考えます



田中さんが水遊びを止められない理由や
止められて自傷をする理由を考えます

＜次のような仮説を立てながらチェックを入れます。＞

「相手への関心が薄い」ので、
「支援者の指示に注目しにくかった」かもしれない。



田中さんが水遊びを止められない理由や
止められて自傷をする理由を考えます



田中さんが水遊びを止められない理由や
止められて自傷をする理由を考えてみましょう



背景となる特性をチェックするにあたって、次のような仮説を
立てて説明できるようにしてください。

「 」ので、「 」かもしれない。

（背景となる特性） （本人の具体的な行動）

「 」ので、「 」かもしれない。

「 」ので、「 」かもしれない。



田中さんが水遊びを止められない理由や
止められて自傷をする理由を考えます



確認した特性を「氷山モデルシート」に記入しましょう

特性確認シート（氷山演習用）

課題となっている行動

環境・状況本人の特性

必要なサポート

水遊びを止められて自傷をする

氷山モデルシート



課題となっている行動

環境・状況本人の特性

必要なサポート

水遊びを止められて自傷をする



次に「環境確認シート（氷山演習用）」を使って、行動
に影響を与えている環境や状況を整理します

課題となっている行動

環境・状況本人の特性

必要なサポート

水遊びを止められて自傷をする

氷山モデルシート環境確認シート（氷山演習用）



次のような項目を点検していきます
環境確認シート（氷山演習用）



次のような項目を点検していきます
環境確認シート（氷山演習用）



「人」について気づいたことを記入してみましょう

環境確認シート（氷山演習用）



確認した環境を「氷山モデルシート」に記入しましょう

課題となっている行動

環境・状況本人の特性

必要なサポート

水遊びを止められて自傷をする

氷山モデルシート環境確認シート（氷山演習用）



課題となっている行動

環境・状況本人の特性

必要なサポート

水遊びを止められて自傷をする



演習②｜支援のアイデアを考える

◼特性確認シートと氷山モデルシートを使用します

◼強み確認シートと氷山モデルシートを使用します

【演習の流れ】

個人

ワーク

5分

演習の

説明

5分

個人

ワーク

5分

グループ

ワーク

15分

演習の

説明

5分

演習の

まとめ

5分



支援のアイデア

次に必要なサポートを、「特性確認シート（氷山

演習用）の支援のアイデア」を使って整理します
特性確認シート(氷山演習用)

課題となっている行動

環境・状況本人の特性

必要なサポート

水遊びを止められて自傷をする

氷山モデルシート



1. 特性確認シート（氷山演習用）の支援の

 アイデアから、田中さんの支援に使えそう

なものを２～３項目選びます。

2.  氷山モデルシートの必要なサポート欄に

転記します。

個人ワーク｜支援のアイデアを選ぶ



さらに「強み(ストレングス）確認シート」を使って
具体化します

強み(ストレングス）確認シート（氷山演習用）

本人の強み→活かせそうな場面や状況

課題となっている行動

環境・状況本人の特性

必要なサポート

水遊びを止められて自傷をする

氷山モデルシート



本人の強み（ストレングス）を活用して
活かせそうな場面や状況を書き出します



1. 強み確認シートの強みを見ながら、支援に活か

せそうな場面や状況を考えます。

2. 氷山モデルシートの必要なサポート欄に支援に

活かせそうな強みと活かせそうな場面を転記し

ます。

個人ワーク｜活かせそうな強みと場面



1. 司会・記録を決めます

2. 選んだアイデアをグループで共有します

※ワークシート⑥「氷山モデルシート（グループ用）」に記入

3. 活かせそうな場面をグループで共有します

※ワークシート⑥「氷山モデルシート（グループ用）」に記入

グループワーク｜活かせそうな強みと場面



（支援のアイデア）

（本人の強み→活かせそうな場面や状況）

課題となっている行動

環境・状況本人の特性

必要なサポート

水遊びを止められて自傷をする

氷山モデルシートが完成しました



演習のまとめ｜行動の背景と捉え方

⚫課題となる行動には、障害特性に起因する何らかの理由がある

⚫「氷山モデル」を使った行動の背景を捉える考え方が有効

⚫「本人の特性」と「環境や状況」 を整理し課題となっている要因を
明らかにする事が根拠に基づいた適切な支援の第１歩

⚫導き出された支援のアイデアは、本人の強みを使って具体化される
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